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―
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P
lays

perform
ed

in
N
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the
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of

the
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M
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―

N
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Y
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江
戸
時
代
後
半
に
な
る
と
、
上
方
の
歌
舞
伎
興
行
は
地
方
へ
の
分
散
が
顕
著
に
な

り
、
顔
見
世
・
二
の
替
わ
り
を
京
・
大
坂
で
過
ご
し
た
後
、
地
方
を
廻
っ
て
一
年
を

過
ご
す
役
者
が
多
く
な
る
。
三
都
に
次
ぐ
芝
居
地
で
あ
っ
た
名
古
屋
は
、
こ
う
し
た

上
方
芝
居
地
の
一
つ
に
組
み
込
ま
れ
て
、
文
化
文
政
以
降
盛
況
を
呈
し

（
１
）た
。
上
方
歌

舞
伎
を
考
え
る
時
、
名
古
屋
の
芝
居
興
行
は
無
視
で
き
な
い
。
そ
の
名
古
屋
の
芝
居

地
の
中
で
も
っ
と
も
長
い
歴
史
を
持
つ
の
が
橘
町
裏
芝
居
で
あ
る
。
橘
町
は
、
二
代

藩
主
光
友
が
、
名
古
屋
城
下
の
南
端
に
当
た
る
千
本
松
原
を
開
発
し
て
、
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）一
一
月
、
橘
町
と
命
名
、
古
鉄
古
道
具
専
売
の
特
権
を
与
え
て
、
開

い
た
町
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
裏
町
に
当
た
る
処
に
芝
居
興
行
も
許
可
し
た
。

こ
の
橘
町
に
関
す
る
資
料
は
、
名
古
屋
瑞
龍
工
芸
技
術
保
存
振
興
会
が
所
有
し
、
日

置
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
名
古
屋
市
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
る
の
を
機
に
拝
見

す
る
機
会
を
得
た
。
芝
居
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
分
は
鬼
頭
秀
明
氏

が
す
で
に
紹
介
さ（

２
）れ

、
私
も
、
す
で
に
享
和
及
び
文
化
初
年
の
資
料
に
つ
い
て
は
紹

介
し
た

（
３
）が

、
未
検
討
の
資
料
も
存
す
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
つ
つ
、
幕
末
期
か
ら

明
治
初
期
の
名
古
屋
芝
居
興
行
の
動
向
を
見
て
お
き
た
い
。

（
一
）
橘
町
資
料
中
の
芝
居
資
料
に
つ
い
て

名
古
屋
瑞
龍
工
芸
技
術
保
存
振
興
会
所
有
の
橘
町
資
料
は
、
文
書
及
び
木
札
や
道

具
等
で
江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
芝
居
関
係
の

資
料
は
文
書
七
点
、
三
本
の
軸
に
仕
立
て
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
軸
は
町
資

料
と
と
も
に
五
段
に
仕
立
て
ら
れ
、
そ
の
中
三
点
が
芝
居
資
料
。
仮
に
第
一
段
目
に

貼
付
さ
れ
た
も
の
を
芝
居
資
料
①
、
第
四
段
目
の
も
の
を
芝
居
資
料
②
、
第
五
段
目

を
芝
居
資
料
③
と
す
る
。
第
二
の
軸
は
二
点
の
芝
居
資
料
が
五
段
に
仕
立
ら
れ
て
い

る
。
第
一
段
か
ら
三
段
に
渡
る
も
の
を
芝
居
資
料
④
、
四
段
・
五
段
に
渡
る
も
の
を

芝
居
資
料
⑤
と
す
る
。
第
三
の
軸
は
六
段
仕
立
て
、
二
点
の
芝
居
資
料
。
第
一
段
を

芝
居
資
料
⑥
、
第
二
段
か
ら
六
段
に
渡
る
も
の
を
芝
居
資
料
⑦
と
す
る
。
こ
れ
ら
の

中
、
⑤
⑥
⑦
は
『
橘
町
』（
橘
町
奉
公
団
編

昭
和
九
年
一
二
月
）
に
写
真
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
①
②
③
④
は
『
半
田
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
六
号
に
鬼

頭
氏
に
よ
る
翻
刻
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
①
⑥
は
『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
一
〇
号
の
拙

稿
で
翻
刻
・
検
討
し
た
。
①
は
「
文
化
二
年
丑
六
月
廿
三
日
」
付
、
⑥
は
「
享
和
元

年
酉
五
月
」
付
で
、
と
も
に
宗
春
失
脚
以
来
休
業
し
て
い
た
橘
町
芝
居
再
興
赦
免
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
②
③
は
鬼
頭
氏
に
よ
れ
ば
「
一
七
〇
〇
年
頃
と

思
わ
れ
る
興
行
時
の
配
分
」、
即
ち
、
芝
居
興
行
に
よ
る
収
支
配
分
を
記
し
た
も
の
。

④
は
「
午
八
月
」
と
あ
る
が
、
鬼
頭
氏
は
こ
れ
を
「
明
治
三
年
の
芝
居
小
屋
再
興
の

記
録
」
と
す
る
。

さ
て
、
芝
居
資
料
の
中
、
⑤
と
⑦
は
未
だ
翻
刻
が
な
い
の
で
、
ま
ず
こ
れ
を
翻
刻

１２６
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す
る
。（
漢
字
は
通
行
漢
字
に
改
め
、
恣
意
に
読
点
を
施
し
た
）

﹇
芝
居
資
料
⑤
﹈

奉
願
上
候
事

今
般
清
寿
院
若
宮
御
境
内
お
ゐ
て
身
振
物
真
似
並
大
須
境
内
日
小
屋
物
、
右
三
ケ
所

と
も
、
当
月
廿
日
限
ニ
興
行
差
留
被

命
候
段
、
奉
畏
直
招
其
御
□
夫
々
太
夫
本
仕

手
方
一
同
之
者
へ
申
伝
へ
候
処
、
皆
々
申
聞
候
ニ
ハ
、
右
廿
日
限
仕
舞
候
而
ハ
、
芸

人
共
へ
給
金
相
渡
有
之
、
取
戻
し
候
義
ハ
、
迚
も
難
行
届
存
候
へ
ハ
と
て
暇
遣
し
候

得
ハ
、
他
国
へ
雑
用
付
キ
ニ
致
置
候
は
て
ハ
難
相
成
、
誠
以
迷
惑
難
渋
之
場
合
ニ
至

り
候
付
、
何
卒
橘
町
裏
町
小
屋
出
来
境
迄
、
爰
許
ニ
而
興
行
御
免
被
下
置
候
様
仕
度

奉
願
候
、
勿
論
新
小
屋
出
来
之
上
、
興
行
之
義
御
取
斗
之
段
ハ
、
是
又
別
而
可
奉
願

候
、
猶
此
姿
ニ
而
ハ
太
夫
本
初
メ
水
茶
や
表
方
其
外
、
右
懸
り
之
者
共
一
統
難
渋
至

極
ニ
候
間
、
此
段
深

御
賢
慮
を
以
、
前
別
願
之
通
御
取
扱
被
下
置
候
様
仕
度
只
管
奉
願
候
、
右
願
之
通
相

叶
候
ハ
ヽ
、
御
蔭
を
以
夫
々
渡
世
可
仕
候
、
誠
以
難
有
仕
儀
奉
存
候
、
以
上

午
八
月

若
宮
座
元
名
代

増
太
郎

清
寿
院
元
名
代

庄
兵
衛

同
元
添
名
代

伊
兵
衛

資
料
⑤
の
２

資
料
⑤
の
１
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大
須
開
木
戸
元
名
代

善

助

橘
町
芝
居
廓

御
締
衆
中
様

（
貼
紙
）
書
面
社
寺
境
内
等
興
行
物
之
儀
今
日
よ
り
廿
日
限
可
差
止
旨
元
名
代
之

者
江
申
渡
候八

月
五
日

﹇
芝
居
資
料
⑦
﹈

乍
恐
御
内
々
奉
願
上
候
御
事

橘
町
古
鉄
古
道
具
屋

惣
代

吉
野
屋

善

八

印

同
裏
町
古
鉄
古
道
具
屋

惣
代

藤
屋

孫
兵
衛

印

橘
町
之
義
、
寛
文
四
辰
年
、

瑞
竜
院
様
格
別
厚
思
召
を
以
、
家
居
取
建
方
被
為

仰
付
出
来
仕
候
付
、

御
城
下
入
口
ニ
候
間
、
町
並
賑
ひ
候
様
と
の

御
意
ニ
而
、
町
中
所
々
ニ
罷
在
候
古
鉄
古
道
具
屋
共
不
残
橘
町
江
引
越
方
被
為

仰

付
、
則
町
名
、

瑞
竜
院
様
御
筆
ニ
而
被
為
遊
被
下
置
、
頂
戴
仕
上
、
町
所
々
ニ
相
残
居
候
古
鉄
古
道

具
屋
共
、
商
売
更
ニ
不
相
成
筈
ニ
候
処
、
早
速
売
仕
舞
ニ
仕
候
而
ハ
難
渋
之
儀
も
御

資
料
⑦
の
２

資
料
⑦
の
１

１２４ 安 田 徳 子
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座
候
ハ
ヽ
、
右
売
仕
舞
候
迄
家
一
軒
よ
り
一
ヶ
月
銀
壱
匁
宛
、
橘
町
江
差
出
筈
被
為

仰
付
、

御
城
下
一
般
職
筋
之
者
共
支
配
仕
、
其
後
裏
町
並
芝
居
地
を
も
御
取
建
被
下
置
、
常

芝
居
ニ

御
免
被
成
下
候
段
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
在
候
、
右
何
れ
も
橘
町
御
救
被
下
置
候

思
召
之
趣
、
一
同
奉
感
佩
町
内
繁
栄
成
立
筋
、
常
々
心
懸
役
前
之
者
よ
り
も
平
生
世

話
仕
候
義
ニ
御
座
候
得
と
も
、
時
勢
之
変
化
並
年
揃
等
江
付
、
速
々
困
窮
仕
候
義
ニ

御
座
候
、
右
ハ
古
鉄
古
道
具
屋
共
出
銀
之
分
ハ
如
何
様
共
、
受
納
出
来
候
へ
共
、
芝

居
興
行
之
義
者
、
近
来
絶
而
無
御
座
、
右
興
行
仕
候
得
ハ
、
多
少
ニ
よ
ら
ず
家
々
入

資
料
⑦
の
４

資
料
⑦
の
３

資
料
⑦
の
５
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銭
も
有
之
、
見
物
人
徘
徊
仕
候
ニ
付
而
ハ
、
何
商
売
ニ
よ
ら
ず
商
ひ
有
之
、
一
広
之

潤
ひ
ニ
御
座
候
所
、
久
々
興
行
不
仕
故
哉
、
訳
而
衰
微
不
繁
栄
ニ
相
成
、
其
上
芝
居

小
屋
之
義
も
、
手
入
修
復
怠
り
勝
ニ
而
、
段
々
破
損
出
来
、
最
早
難
持
堪
為
躰
ニ
お

よ
ひ
何
迄
取
払
候
歟
、
又
ハ
莫
太
之
金
子
を
以
、
新
建
同
様
大
修
復
不
仕
候
は
而
ハ
、

難
成
次
第
ニ
相
成
申
候
、
右
芝
居
地
之
義
も
、

御
三
代
様
格
別
之
御
由
緒
有
之
、
橘
町

御
救
ひ
之

御
主
意
ニ
而
、
先
年
ハ
芝
居
役
者
共
召
抱
候
金
子
御
拝
借
相
済
、
並
地
所
御
除
地
之

義
を
も
御
願
奉
申
上
候
処
、
御
年
貢
之
儀
ハ
、

一
統
之
通
可
相
勤
旨
被
為

仰
付
、
芝
居
相
休
候
節
々
、
御
手
元
金
五
両
宛
御
下
ケ

被
下
置
、
尚
又
元
禄
十
丑
年
芝
居
不
繁
昌
之
節
、

御
城
下
町
中
江
鍵
数
配
札
之
義
を
も
、
追
々
御
聞
済
被
下
置
相
続
仕
候
程
之
義
ニ
候

処
、
文
政
年
中
よ
り
御
下
ケ
金
も
不
被
下
置
、
近
来

御
城
下
ニ
芝
居
ハ
不
絶
御
座
候
得
共
、
毎
度
若
宮
清
寿
院
斗
り
ニ
而
興
行
仕
、
橘
町

ニ
而
ハ
興
行
不
仕
、右
ハ
仕
打
方
名
代
を
初
芝
居
懸
之
者
格
別
之
御
由
緒
を
忘
却
仕
、

橘
町
ハ
上
町
よ
り
遠
キ
抔
と
、
自
分
勝
手
之
了
間
を
以
、
若
宮
清
寿
院
斗
り
ニ
而
興

行
方
御
願
申
上
、
甚
以
不
都
合
之
義
ニ
御
座
候
へ
共
、
私
共
よ
り
制
道
も
行
届
不
申
、

当
時
年
々
地
所
御
年
貢
斗
相
勤
候
様
相
成
、
町
内
一
統
迷
惑
至
極
奉
存
候
、
甚
以
恐

入
候
御
儀
ニ
御
座
候
へ
共
、
若
宮
清
寿
院
之
儀
ハ
、
芝
居
之
外
日
小
屋
物
も
御
聞
済

被
為
在
、
芝
居
不
仕
候
共
、
助
情
筋
も
有
之
、
尤
右
芝
居
之
義
も
、
元
其
社
人
正
伏

等
相
続
助
情
之
為
、
銘
々
よ
り
御
願
済
仕
候
者
之
由
ニ
承
り
候
処
、
橘
町
之
儀
ハ
全

く殿
様
思
召
を
以
、
常
芝
居
ニ
御
取
建
被
下
置
、
永
久
繁
栄
相
続
仕
候
様
、
難
有
御
主

意
之
趣
も
御
座
候
得
共
、
前
父
申
上
候
通
、
久
々
興
行
不
仕
候
故
、
芝
居
小
屋
も
持

堪
不
申
、
年
々
無
助
情
、
御
年
貢
斗
相
払
必
至
難
渋
仕
候
間
、
何
卒
深
御
賢
察
を
以
、

已
来
芝
居
之
義
ハ
橘
町
ニ
限
り
興
行
可
仕
旨
、
仕
打
方
初
芝
居
懸
り
之
者
江
被

仰

渡
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
節
角

瑞
竜
院
様
思
召
下
之
趣
断
絶
仕
候
而
ハ
、
歎
ケ
敷
次
第
ニ
御
座
候
間
、
御
主
意
之
趣

相
立
相
続
筋
行
届
候
様
、
只
管
之
御
賢
慮
之
程
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
、
格
別
之
御

慈
悲
を
以
御
聞
済
被
下
置
候
ハ
ヽ
、御
願
を
以
町
内
一
同
安
堵
相
続
可
仕
候
而
、重
々

難
有
仕
合
奉
存
候

亥
十
月

右
之
通
、
善
八
孫
兵
衛
奉
願
上
候
通
、
私
共
お
ゐ
て
も
御
聞
済
相
成
候
様
仕
度
、
依

之
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

橘
町
丁
代

七
左
衛
門

印

同
断

与
兵
衛

印

同
裏
町
町
代

善
七
郎

印

（
二
）
芝
居
資
料
⑦
の
検
討

ま
ず
、
資
料
⑦
か
ら
検
討
す
る
。
⑦
は
、
橘
町
芝
居
が
長
く
休
業
状
況
に
あ
っ
て
、

久
々
の
興
行
再
開
を
願
う
願
書
で
あ
る
。
「
亥
十
月
」
付
で
あ
る
が
、
文
書
中
に
「
文

政
年
中
よ
り
」
の
文
言
が
あ
り
、
そ
の
後
に
「
近
来
」
の
文
言
が
見
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
文
書
は
文
政
以
降
、
お
そ
ら
く
天
保
年
間
以
降
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
願
書
に
は
当
時
の
名
古
屋
の
芝
居
地
に
つ
い
て
「
若
宮
清
寿
院
斗
り
」
と
言
っ

て
い
る
。
名
古
屋
の
芝
居
地
は
、
文
政
頃
ま
で
は
橘
町
・
大
須
・
若
宮
・
清
寿
院
・

稲
荷
で
「
五
芝
居
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
稲
荷
芝
居
は
文
政
元
年（
一
八

一
八
）以
降
興
行
が
無
く
、
文
政
九
年
ま
で
に
崩
れ
、
文
政
一
一
年
崩
れ
て
い
た
小

屋
を
取
り
払
っ
て
畑
と
な
り
、
大
須
芝
居
も
文
政
一
〇
年
崩
れ
て
い
た
小
屋
取
り
払

い
、
文
政
一
一
年
こ
と
ご
と
く
取
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
須
芝
居
の
方
は
、
天
保

五
年（
一
八
三
四
）二
月
、
小
規
模
な
小
屋
な
が
ら
再
建
し
て
い
る
。（
以
上
、『
尾
張
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芝
居
雀
』
に
よ
る
）

大
須
芝
居
は
そ
の
後
、
弘
化
四
年（
一
八
四
七
）前
半
ま
で
は

興
行
し
て
い
た
が
、
一
〇
月
「
御
堂
建
に
依
て
、
此
芝
居
小
家
退
転
」（『
金
鱗
九
十

九
之
塵
』）
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
願
書
は
、
大
須
・
稲
荷
両
芝
居
が
な
か
っ

た
文
政
一
一
年
以
降
天
保
五
年
二
月
の
間
、
あ
る
い
は
弘
化
四
年
一
〇
月
以
降
の
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
橘
町
芝
居
は
、
文
政
元
年
三
月
二
三
日
、
本
格
的
な「
大
芝
居
作
事
」

（『
金
明
録
』）が
完
成
し
た
。「
裏
橘
町
並
東
側
家
居
取
払
、
小
屋
西
向
に
出
来
、
是

よ
り
相
続
芝
居
興
行
」
と
『
古
袖
町
勾
欄
記
』（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
名
古

屋
市
史
資
料
）に
あ
る
。
文
政
初
年
に
は
橘
町
芝
居
の
興
行
は
盛
ん
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
現
存
の
番
付
及
び
『
尾
張
芝
居
雀
』『
芝
居
藪
の
中
』
等
の
芝
居
記
録
に
よ
っ

て
も
各
年
二
・
三
ヶ
月
の
興
行
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
文
政
一
一
年（
一
八
二

八
、
子
）七
月
以
降
天
保
六
年（
一
八
三
五
、
未
）正
月
ま
で
の
間
は
、
天
保
二
年
四

月
〜
六
月
に
坂
東
の
し
お
一
座
、
同
年
九
月
一
一
月
に
市
川
鯉
三
郎
一
座
、
天
保
四

年
七
月
中
山
新
九
郎
一
座
、
同
年
一
一
月
市
川
門
三
郎
一
座
が
興
行
し
て
い
る
だ
け

で
あ
り
、『
名
陽
見
聞
図
会
』（
名
古
屋
市
史
資
料
）の
天
保
六
年
正
月
条
に
「
橘
町
裏

芝
居
地
常
芝
居
の
願
ひ
済
て
当
年
よ
り
又
々
常
芝
居
に
な
る
。
尤
も
む
か
し
は
此
例

あ
り
し
に
」
と
あ
る
。
こ
の
間
は
、
橘
町
芝
居
は
常
芝
居
で
は
な
く
、
ま
れ
に
し
か

興
行
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
保
五
年
に
大
須
芝
居
が
再
興
し
て

い
る
し
、
干
支
も
「
亥
」
に
該
当
し
な
い
の
で
、
⑦
は
こ
の
間
の
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
天
保
一
三
年（
一
八
四
三
、
寅
）に
は
、
天
保
の
改
革
の
た
め
に
、「
御
主

意
諸
事
倹
約
に
付
興
行
物
御
停
止
」（『
古
袖
町
勾
欄
記
』）
の
御
沙
汰
が
あ
っ
た
と
い

う
。
確
か
に
、
天
保
一
二
年
七
月
〜
天
保
一
四
年
八
月
の
間
に
は
、
橘
町
芝
居
の
興

行
記
録
は
見
出
せ
な
い
。
天
保
一
四
年（
一
八
四
三
）九
月
に
な
っ
て
、「
東
掛
所
へ

御
門
主
御
入
輿
之
比
願
出
シ
而
、
木
綿
衣
裳
に
て
相
済
、
此
時
役
者

八
九
人
有
」（『
古
袖
町
勾
欄

記
』）と
い
う
こ
と
で
再
開
し
た
。
確
か
に
天
保
一
四
年
九
月
二
二
日
よ
り
坂
東
三
津

太
郎
・
坂
東
八
百
蔵
ら
が
橘
町
で
興
行
し
た
番
付（
国
立
音
楽
大
学
付
属
図
書
館
竹

内
道
敬
寄
託
文
庫〈
以
下
、
竹
内
と
す
る
〉他
蔵
）が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
⑦
で

は
「
御
門
主
御
入
輿
」
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
天
保
一
四
年
も
干
支
が

一
致
し
な
い
の
で
、
⑦
は
こ
れ
に
関
わ
る
文
書
で
も
な
い
。

『
橘
町
』
所
載
の
「
橘
町
年
表
」
に
は
、
翌
弘
化
元
年（
一
八
四
四
）「
正
月
よ
り

大
阪
役
者
呼
寄
芝
居
興
行
。
是
よ
り
文
久
三
年
断
続
的
に
興
行
」
と
あ
る
。
確
か
に

弘
化
元
年
正
月
下
旬
に
は
大
坂
よ
り
中
山
喜
楽
・
坂
東
三
津
太
郎
・
坂
東
花
妻
ら
が

来
名
、
橘
町
芝
居
で
興
行
し
て
い
る（
竹
内
他
蔵
番
付
）。
管
見
に
入
っ
た
番
付
に
拠

れ
ば
、
そ
の
後
弘
化
四
年
末
頃
ま
で
、
こ
の
中
山
喜
楽
を
中
心
と
す
る
一
座
が
繰
り

返
し
来
演
、ほ
と
ん
ど
連
続
し
て
興
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。嘉
永
・
安
政
・

万
延
年
間
は
、
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）一
二
月
〜
嘉
永
五
年
五
月
の
間
の
興
行
記
録

が
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
以
外
は
毎
年
の
興
行
が
確
認
で
き
る
が
、
嘉
永
五
年
の
中
断

以
降
は
徐
々
に
興
行
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
万
延
二
年（
文
久
元
年
、

一
八
六
一
）六
月
五
日
よ
り
の
嵐
三
光
・
市
川
森
蔵
ら
の
興
行（
架
蔵
他
番
付
）を
最

後
に
、
明
治
三
年
ま
で
興
行
の
記
録
が
見
出
せ
な
い
。『
古
袖
町
勾
欄
記
』
に
よ
れ

ば
、
文
久
二
年（
一
八
六
二
）六
月
に
は
「
裏
橘
町
天
王
祭
之
比
素
人
芝
居
興
行
」
を

三
・
四
日
し
た
後
は
興
行
が
中
絶
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
文
久
三
年
七

月「
大
雨
之
節
小
屋
東
家
根
風
雨
ニ
而
吹
崩
、
夫
よ
り
次
第
に
崩
れ
候
故
」と
あ
り
、

慶
応
元
年（
一
八
六
五
）六
月
に
な
っ
て
、「
表
ケ
輪
通
り
弐間
残
し
置
、
余
ハ
不
残
代

金
八
拾
五
両
ニ
古
渡
橋
東
本
田
屋
太
郎
左
衛
門
へ
売
払
候
付
、
太
郎
左
衛
門
よ
り
取

払
跡
ハ
畑
ニ
相
成
。
残
り
し
分
も
翌
寅
五
月
大
風
雨
之
節
吹
倒
れ
候
付
、
残
ら
ず
取

払
畑
に
相
成
」
と
い
う
経
緯
で
橘
町
芝
居
は
消
滅
し
て
し
ま
い
、
明
治
三
年
再
建
さ

れ
る
ま
で
芝
居
興
行
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
間
の
嘉
永
四
年
及
び
文
久
三
年
が

「
亥
」
で
あ
る
が
、
右
願
書
に
は
、
小
屋
の
状
況
は
「
最
早
難
持
堪
為
躰
ニ
お
よ
ひ

何
迄
取
払
候
歟
、
又
ハ
莫
太
之
金
子
を
以
、
新
建
同
様
大
修
復
不
仕
候
は
而
ハ
、
難
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成
次
第
ニ
相
成
申
候
」
と
言
っ
て
お
り
、
か
な
り
破
損
が
激
し
か
っ
た
。
一
年
程
度

の
休
業
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
り
、
嘉
永
四
年
よ
り
、
そ
の
三
ヶ
月
前
に
大
風
雨
で
小

屋
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
文
久
三
年
の
状
況
の
方
が
合
致
し
そ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
述
し
た
「
若
宮
清
寿
院
斗
り
」
に
も
合
致
す
る
の
で
、
右
願
書
は
文
久

三
年
一
〇
月
の
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

⑦
は
、
橘
町
芝
居
は
瑞
竜
院
様（
二
代
藩
主
徳
川
光
友
）の
「
格
別
厚
き
思
召
」
し

に
よ
っ
て
、
町
内
の
繁
栄
を
願
っ
て
許
さ
れ
た
常
芝
居
で
あ
る
の
に
、
近
年
断
絶
し

て
い
る
の
は
申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
る
し
、
町
も
困
窮
し
て
い
る
の
で
、
再
興
し
た

い
旨
を
、
橘
町
裏
町
古
鉄
古
道
具
屋
惣
代
吉
野
屋
善
八
と
藤
屋
孫
兵
衛
の
名
で
願
い

出
た
文
書
、
末
尾
は
そ
の
後
、
更
に
「
町
代
」
が
許
可
の
追
願
を
し
た
こ
と
を
示
す

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る
許
可
は
下
り
な
か
っ
た
ら
し

い
。
翌
年
に
は
売
却
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
芝
居
資
料
⑤
の
検
討

資
料
⑤
の
文
書
に
は
「
午
八
月
」
と
あ
り
、
④
の
日
付
と
同
じ
で
あ
る
の
で
一
連

の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
④
は
、
前
述
の
如
く
鬼
頭
氏
の
翻
刻
が
あ
る（

４
）が
、「
乍
恐
御

預
願
奉
申
上
候
御
事
」
と
し
て
、「
芝
居
世
話
方
惣
代
」
の
伝
吉
と
七
左
衛
門
の
名

で
、
橘
町
の
芝
居
小
屋
新
築
に
関
し
て
提
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

「
橘
町
裏
町
芝
居
郭
内
」
に
芝
居
小
屋
を
建
て
る
に
付
き
、
若
宮
・
清
寿
院
の
小
屋

を
移
転
さ
せ
よ
う
と
し
た
処
、
両
所
、
特
に
清
寿
院
か
ら
「
当
院
助
成
」
の
た
め
の

小
屋
だ
と
強
く
拒
否
さ
れ
、
芝
居
世
話
方
で
橘
町
に
は
小
屋
を
新
築
す
る
事
に
し
、

橘
町
内
の
者
の
力
で
小
屋
を
建
て
る
こ
と
と
な
り
、「（
八
月
）
朔
日
手
斧
初
メ
地
な

ら
し
等
仕
、
当
月
中
ニ
出
来
可
仕
筈
」
に
な
っ
た
の
で
、「
橘
町
芝
居
相
始
候
境
ニ

而
御
差
止
可
相
成
筈
、
兼
而
御
書
付
を
以
御
談
相
成
り
候
御
儀
」
で
あ
っ
た
が
、
両

古
小
屋
を
取
り
払
わ
な
い
と
い
う
風
聞
が
立
っ
て
、
新
規
の
小
屋
の
興
行
に
差
し
障

り
が
あ
る
の
で
、
両
小
屋
は
興
行
中
で
も
今
日
限
り
に
差
し
止
め
て
ほ
し
い
、
こ
れ

が
聞
き
届
け
ら
れ
、
さ
ら
に
新
規
の
小
屋
が
二
ヶ
所
で
き
れ
ば
有
り
が
た
い
こ
と
だ

と
述
べ
て
い
る
。
鬼
頭
氏
は
こ
れ
を
「
明
治
三
年
」
と
さ
れ
る
が
、
理
由
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑤
は
「
当
月
廿
日
限
」
で
「
興
行
差
留
」
を

命
じ
ら
れ
た
若
宮
・
清
寿
院
・
大
須
の
「
座（
木
戸
）元
名
代
」
が
、
そ
れ
で
は
「
迷

惑
難
渋
」
で
あ
り
、
せ
め
て
「
橘
町
裏
町
小
屋
出
来
境
迄
」
の
こ
の
ま
ま
興
行
を
許

し
て
ほ
し
い
、「
新
小
屋
出
来
之
上
」
も
別
に
願
い
出
た
如
く
、
興
行
で
き
る
よ
う

取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
と
、「
橘
町
芝
居
廓
御
締
衆
中
」へ
願
い
出
た
文
書
で
あ
る
。

⑤
に
は
、「
八
月
五
日
」
付
の
興
行
差
留
を
命
じ
た
文
書
の
写
し
が
貼
付
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
④
は
⑤
に
言
う
「
橘
町
裏
町
小
屋
出
来
境
迄
」
の
興
行
が
認
め

ら
れ
た
後
、
若
宮
と
清
寿
院
の
抵
抗
に
対
し
て
、
橘
町
側
か
ら
改
め
て
即
刻
の
興
行

差
留
を
願
い
出
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
④
に
は
「
若
宮
清
寿
院
境
内
ニ
有
来
リ
候
小
屋
」
、
ま
た
⑤
に
は
「
清

寿
院
若
宮
御
境
内
お
ゐ
て
身
振
物
真
似
並
大
須
境
内
日
小
屋
物
、
右
三
ケ
所
と
も
」

と
あ
る
の
で
、
清
寿
院
と
若
宮
に
芝
居
小
屋
、
大
須
に
は
見
世
物
の
日
小
屋
が
あ
っ

た
時
期
で
あ
る
。
清
寿
院
と
若
宮
の
二
芝
居
で
あ
っ
た
時
期
は
（
二
）
で
述
べ
た
如

く
で
、
そ
の
中
で
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
と
明
治
三
年
が
「
午
」
で
あ
る
。
ま
た
、

大
須
に
つ
い
て
、
小
寺
玉
晁
の
残
し
た
記
録
の
一
つ
『
文
久
四
至
明
治
六
年
勾
欄
類

雑
集
録
』（
名
古
屋
市
史
資
料
）の
明
治
二
年
部
分
に
「
十
一
月
十
四
日
よ
り
大
須
山

門
内
北
之
方
太
子
堂
西
江
行
芝
居
小
屋
出
来
」
と
あ
る
。
弘
化
四
年
以
来
無
か
っ
た

小
屋
が
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
④
に
は
「
当
月
中
ニ
出
来
可
仕
筈
」
と
あ

る
の
で
、
八
月
末
に
は
橘
町
の
小
屋
が
完
成
し
た
筈
で
、
程
な
く
橘
町
芝
居
は
再
開

し
た
と
思
わ
れ
る
。
安
政
五
年
に
は
橘
町
芝
居
の
小
屋
が
建
て
直
さ
れ
た
記
録
は
な

い
が
、『
名
古
屋
市
史

風
俗
編
』（
大
正
四
年
八
月
）の
芝
居
の
項
に
「
明
治
三
年
、
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橘
町
裏
に
芝
居
の
再
興
を
許
さ
れ
、
小
屋
を
建
設
せ
し
む
、
且
つ
此
辺
一
体
を
劃
し

て
、
芸
人
ど
も
を
住
は
し
め
、
之
を
古
袖
町
と
呼
べ
り
、
小
屋
は
持
主
中
村
歌
之
助

の
姓
を
取
り
て
、
之
を
中
村
座
明
治
七
年
頃
よ
り

橘
座
と
改
名
せ
り
と
称
し
、
西
向
に
し
て
東
西
二
十
間
一

尺
、
南
北
十
五
間
二
尺
な
り
、
舞
台
開
は
嵐
雛
助
、
嵐
大
三
郎
も
と
梅
花
等
に
し
て
、
閏

十
月
十
七
日
大
入
初
日
の
事
を
当
地
、

に
て
大
入
と
云
ふ

「
雨
下
桔
梗
旗
上
」「
白
浪
五
人
男
」
を
出
し
」

と
あ
る
。
舞
台
開
き
の
興
行
は
番
付（
架
蔵
）及
び
『
古
袖
町
勾
欄
記
』
に
よ
れ
ば
一

〇
月（
閏
一
〇
月
で
は
な
い
）一
七
日
で
あ
る
。
ま
た
、『
名
古
屋
市
史

地
理
編
』

の
「
東
橘
町
」
の
項
に
「
明
治
三
年
、
再
び
市
政
方
御
用
達
格
次
座
米
屋
庄
五
郎
、

伝
馬
町
竹
屋
伝
吉
、
上
御
園
町
丸
屋
文
左
衛
門
、
富
沢
町
新
屋
与
吉
、
橘
町
々
代
七

左
衛
門
、
同
小
左
衛
門
等
の
願
に
よ
り
て
、
芝
居
廓
を
許
さ
れ
、
小
屋
二
箇
所
を
建

つ
、
町
を
古
袖
町
と
称
す
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
あ
る
伝
吉
と
七
左
衛
門
は
④
の

「
芝
居
世
話
方
惣
代
」
の
二
人
と
一
致
す
る
し
、
小
屋
二
ヶ
所
も
「
新
小
屋
弐
ヶ
所
」

と
一
致
す
る
。
ま
た
、
番
付
に
よ
れ
ば
、「
若
宮
座
元
名
代

増
太
郎
」
は
松
本
屋

増
太
郎
の
こ
と
で
、
文
化
年
間
以
来
、
し
ば
し
ば
若
宮
の
名
代
を
勤
め
て
き
た
者
、

あ
る
い
は
二
代
に
渡
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。「
清
寿
院
元
名
代

庄
兵
衛
」
は

渦
瑠
屋
庄
兵
衛
で
明
治
初
年
に
清
寿
院
の
名
代
を
勤
め
て
い
る
。「
同（
清
寿
院
）元

添
名
代

伊
兵
衛
」
は
美
濃
屋
伊
兵
衛
で
、
安
政
年
間
以
降
清
寿
院
の
名
代
を
勤
め

て
い
る
者
で
あ
る
。「
大
須
開
木
戸
元
名
代

善
助
」
に
つ
い
て
は
、
日
小
屋
の
興

行
は
ほ
と
ん
ど
番
付
が
な
い
の
で
確
認
で
き
な
い
が
、
⑤
の
「
元
名
代
」
連
中
は
幕

末
か
ら
明
治
初
年
の
人
物
で
あ
る
。
加
え
て
、『
勾
欄
類
雑
集
録
』
に
よ
れ
ば
、
明

治
三
年
八
月
朔
日
よ
り
若
宮
・
清
寿
院
両
芝
居
と
も
歌
舞
伎
興
行
を
、
大
須
で
は
雑

芸
興
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
⑤
④
で
争
わ
れ
て
い
る
「
興
行
差
留
」
問
題
と
も
よ
く

合
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
④
⑤
は
鬼
頭
氏
の
ご
指
摘
通
り
、
明
治
三
年
午
の
八
月

の
文
書
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

（
四
）
幕
末
の
名
古
屋
芝
居
興
行
と
橘
町
芝
居

名
古
屋
の
芝
居
興
行
は
、
享
和
初
年
か
ら
急
速
に
規
制
が
緩
み
、
活
発
と
な
っ
た
。

文
化
頃
か
ら
上
方
歌
舞
伎
の
興
行
地
の
一
つ
と
な
り
、
上
方
役
者
が
頻
繁
に
訪
れ
、

番
付
も
二
枚
組
の
も
の
が
作
ら
れ
、
毎
年
の
役
者
評
判
記
に
も
名
古
屋
評
判
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ（

５
）た
。
文
政
・
天
保
期
も
盛
況
が
続
き
、
池
山
晃
氏
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う

（
６
）に
、
天
保
改
革
に
よ
る
三
都
役
者
の
地
方
興
行
の
禁
止
令
な

ど
の
規
制
に
よ
っ
て
途
絶
え
る
様
子
も
な
く
、
改
革
後
に
は
一
段
と
活
発
化
し
て

い
っ
た
。
こ
の
盛
況
は
幕
末
ま
で
続
い
た
が
、
文
久
末
年
か
ら
急
速
に
興
行
の
記
録

が
少
な
く
な
る
。
歌
舞
伎
興
行
が
途
絶
え
て
、
俄
や
人
形
浄
瑠
璃
の
興
行
ば
か
り
と

な
り
、
慶
応
三
年
一
一
月
か
ら
維
新
前
後
の
明
治
元
年
一
一
月
の
一
年
間
は
全
く
興

行
記
録
が
な
い
。や
は
り
維
新
前
後
の
政
情
不
安
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
名
古
屋
市
史

風
俗
編
』
に
も
「
世
上
の
騒
が
し
き
に
連
れ
て
、
劇
界
甚
し
く
不

振
の
状
態
に
陥
り
、
慶
応
元
年
に
至
り
て
は
、
橘
町
裏
の
小
屋
は
壊
た
れ
、
稲
荷
、

大
須
な
ど
次
第
に
廃
れ
て
、
甚
不
景
気
な
る
こ
と
古
来
未
曾
有
な
り
き
」
と
あ
る
如

く
、
芝
居
興
行
は
沈
滞
し
た
。

橘
町
芝
居
は
、
資
料
⑦
に
も
云
う
如
く
、
寛
文
四
年
瑞
竜
院
様（
二
代
藩
主
光
友
）

の
「
格
別
厚
思
召
」
に
よ
っ
て
、
橘
町
の
古
鉄
古
道
具
商
に
許
さ
れ
た
名
古
屋
最
古

の
芝
居
地
で
あ
っ
た
。『
名
古
屋
市
史

風
俗
編
』に
よ
れ
ば
、「
同
年（
寛
文
四
年
）、

つ
く
り
や

此
新
築
小
屋
に
て
大
坂
の
松
本
名
左
衛
門
と
云
へ
る
美
貌
の
女
方
と
江
戸
の
作
屋
九

郎
兵
衛
一
本
作
弥
九

兵
衛
に
作
る
と
云
へ
る
「
六
方
」
の
名
人
と
相
一
座
し
て
、
狂
言
物
真
似
を
興

行
せ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
名
古
屋
市
史

地
理
編
』
の
「
東
橘
町
」
の
項
に
も
、

「
寛
文
五
年
九
月
、
町
家
と
な
し
、
町
内
救
助
並
に
繁
栄
の
為
に
、
春
秋
両
度
こ
こ

に
芝
居
を
興
行
せ
し
む
、
後
両
度
づ
つ
に
て
は
不
繁
昌
に
就
き
、
寛
文
十
二
年
一
度

と
し
」
た
と
い
う
。
橘
町
芝
居
開
場
が
寛
文
四
年
か
五
年
か
は
も
う
一
つ
明
確
で
は
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な
い
が
、
橘
町
に
与
え
ら
れ
た
藩
の
手
厚
い
庇
護
に
よ
っ
て
、『
尾
張
大
根
』（
寛
文

一
二
年
刊
、
専
隆
著
）
な
ど
の
記
述
に
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
初
期
の
橘
町
芝
居
は

大
い
に
栄
え
た
。
藩
主
光
友
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
橘
町
に
は
、
古
鉄
古
道
具
の
専
売

権
を
与
え
ら
れ
、
他
の
町
々
で
こ
の
商
売
を
す
る
者
達
か
ら
は
「
出
銀
」
を
出
さ
せ

た
。
さ
ら
に
、
芝
居
資
料
①
と
同
じ
軸
に
貼
付
さ
れ
た
二
通
の
文

（
７
）書

な
ど
に
よ
れ
ば
、

橘
町
に
は
二
百
両
が
預
け
渡
さ
れ
、
そ
の
利
金
の
内
「
御
救
金
弐
拾
両
」
が
与
え
ら

れ
て
い
た
。
芝
居
興
行
も
例
外
で
は
な
く
、
資
料
⑦
に
よ
れ
ば
、
御
三
代
様
の
時
代

に
は
「
芝
居
役
者
共
召
抱
候
金
子
御
拝
借
」、
芝
居
休
業
の
節
に
は
「
御
手
元
金
五

両
宛
」
下
げ
渡
さ
れ
、
元
禄
一
五
年
に
芝
居
が
「
不
繁
昌
」
の
節
に
は
城
下
に
配
札

も
許
さ
れ
た
と
い
う
。
橘
町
の
芝
居
興
行
は
、「
町
内
救
助
並
に
繁
栄
の
為
」
に
町

内
で
経
営
さ
れ
た
も
の
で
、
資
料
②
③
及
び
⑦
に
よ
れ
ば
芝
居
の
収
益
は
橘
町
中
に

配
分
さ
れ
た
。
十
分
な
庇
護
の
下
で
経
営
さ
れ
た
初
期
の
橘
町
芝
居
は
、
十
分
に
町

を
潤
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
橘
町
芝
居
は
、
藩
政
の
波
を

直
接
に
受
け
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
資
料
①
⑥
の
検
討
か
ら
、
別
稿
で
す
で
に
述
べ

て
お
い
た
如（

８
）く
、
宗
春
の
失
脚
に
よ
る
芝
居
禁
止
に
よ
っ
て
、
六
七
年
間
の
長
き
に

渡
っ
て
休
業
を
強
い
ら
れ
た
。
他
の
宮
地
芝
居
の
如
く
、
規
制
を
様
々
な
名
目
で
掻

い
潜
っ
て
再
開
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
享
和
元
年（
一
八
〇
一
）七
月
の

復
活
も
、
藩
の
規
制
緩
和
が
明
瞭
に
打
ち
出
さ
れ
て
よ
う
や
く
実
現
し
た
。
再
興
後

の
橘
町
芝
居
は
、
小
芝
居
や
チ
ン
コ
芝
居
の
興
行
は
あ
ま
り
行
わ
ず
、
上
方
役
者
の

興
行
を
中
心
と
し
、
名
古
屋
五
芝
居
の
中
で
も
別
格
の
格
式
を
誇
っ
た
が
、
興
行
は

途
絶
え
が
ち
で
、
二
〜
三
年
の
間
隔
が
開
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
芝
居
最

盛
期
の
文
政
年
間
は
さ
す
が
に
毎
年
二
度
程
度
の
興
行
を
行
っ
た
が
、（
二
）
項
で

も
述
べ
た
如
く
、
文
政
一
一
年
七
月
以
降
天
保
六
年
正
月
ま
で
の
八
年
間
は
、
四
度

の
興
行
し
か
確
認
で
き
な
い
。
天
保
六
年
正
月
、
新
た
に
常
芝
居
の
許
可
を
受
け
て

再
開
し
て
い
る
。再
開
後
は
年
二
度
程
の
興
行
が
確
認
で
き
、橘
町
芝
居
は
活
発
だ
っ

た
が
、
天
保
改
革
が
始
ま
り
、
藩
よ
り
の
興
行
停
止
令
が
出
さ
れ
る
と
、
他
の
芝
居

地
に
先
駆
け
て
休
業
し
て
い
る
。
⑦
に
よ
れ
ば
、「
文
政
年
中
よ
り
御
下
ケ
金
も
不

被
下
置
」と
あ
り
、
江
戸
時
代
も
後
半
に
な
る
と
藩
の
助
成
も
な
く
な
っ
た
ら
し
い
。

加
え
て
、
橘
町
は
名
古
屋
の
南
端
、
中
心
街
か
ら
は
外
れ
て
お
り
、
若
宮
や
清
寿
院

芝
居
に
比
べ
る
と
か
な
り
集
客
力
も
劣
っ
て
お
り
、経
営
は
困
難
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

幕
末
に
は
「
近
来

御
城
下
ニ
芝
居
ハ
不
絶
御
座
候
得
共
、
毎
度
若
宮
清
寿
院
斗
り

ニ
而
興
行
仕
、
橘
町
ニ
而
ハ
興
行
不
仕
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
、
奮
起
し
て
再
起
を
図
ろ
う
と
し
た
の
が
、
⑦
の
文
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）
明
治
初
年
の
名
古
屋
芝
居
興
行

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、
幕
府
が
倒
れ
、
明
治
の
新
し
い
体
制
が
始
ま
っ
た
。

『
古
袖
町
勾
欄
記
』
に
は
、
明
治
三
年
七
月
二
五
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

市
政
方
御
用
達
格
次
座米

屋

庄
五
郎

伝
馬
町

竹

屋

伝

吉

上
御
園
町
一
丁
目

丸
屋
文
左
衛
門

富
沢
町

新

屋

与

吉

橘
町
町
代

七

左

衛

門

小

左

衛

門

芝
居
世
話
方
申
付
候

七
月

芝
居
世
話
方

今
度
橘
町
裏
町
ニ
お
ゐ
て
芝
居
興
行
差
免
候
付
而
ハ
、
別
紙
図
面
之
通
り
、
芝
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居
小
屋
之
儀
、
先
々
弐
ヶ
所
取
建
、
芸
者
共
都
而
右
廓
内
へ
為
引
移
、
入
口
木

戸
銭
も
取
立
締
能
可
取
計
事

但
、
是
迄
社
寺
境
内
等
お
い
て
噺
物
真
似
等
興
行
致
来
候
処
、
右
ハ
以
来

小
見
世
物
之
外
不
相
成
候
、
其
内
当
時
興
行
中
之
分
ハ
、
芝
居
相
始
候
境

ニ
而
差
止
筈
候
（
以
下
略
）

こ
れ
は
、
藩
政
改
革
に
よ
っ
て
「
市
政
方
御
用
達
格
次
座
」
を
は
じ
め
有
力
町
人
六

人
に
「
芝
居
世
話
方
」
が
申
し
付
け
ら
れ
、「
今
度
」
以
下
は
こ
の
芝
居
世
話
方
に

下
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
明
治
三
年
七
月
、
橘
町
で
の
芝
居
興
行
を
許
可
し
、
芝
居

小
屋
を
二
ヶ
所
建
て
、
役
者
は
芝
居
廓
内
に
入
れ
て
、
出
入
り
は
し
っ
か
り
取
り
締

ま
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
の
現
行
の
寺
社
境
内
の
芝
居
場
所
は
、
見

世
物
は
よ
い
が
、
芝
居
は
禁
止
と
す
る
こ
と
、
現
在
上
演
中
の
も
の
は
橘
町
で
の
芝

居
が
始
ま
る
ま
で
と
し
、
そ
の
時
点
で
止
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
は
、

今
後
の
芝
居
興
行
に
お
け
る
冥
加
金
、
芝
居
茶
屋
の
あ
り
方
と
冥
加
金
の
こ
と
、
新

芝
居
の
名
代
や
水
茶
屋
な
ど
は
今
ま
で
芝
居
に
関
わ
っ
て
き
た
者
を
使
う
こ
と
、
人

選
は
申
請
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
、
役
者
に
は
住
居
鑑
札
を
渡
し
て
廓
内
に
住
ま

わ
せ
、
毎
月
人
数
を
届
け
出
、
旅
興
行
に
出
る
と
き
に
は
冥
加
金
を
取
り
立
て
る
こ

と
、
他
所
か
ら
来
た
役
者
は
古
渡
茶
屋
町
橘
町
の
宿
に
止
め
、
小
屋
に
出
勤
す
る
以

外
は
、
月
に
一
度
の
社
寺
参
詣
を
許
す
の
み
で
外
出
禁
止
と
い
っ
た
、
厳
し
い
規
制

が
縷
々
記
さ
れ
て
い
る
。芝
居
世
話
方
連
中
は
、七
月
二
五
日
こ
の
書
付
を
受
け
取
っ

た
。尾

張
藩
は
、
明
治
三
年
七
月
に
な
っ
て
、
新
た
な
規
制
に
よ
っ
て
名
古
屋
の
芝
居

興
行
を
橘
町
裏
に
囲
み
込
み
、
再
編
し
、
冥
加
金
を
徴
収
し
よ
う
と
し
た
。
維
新
後

の
新
体
制
で
も
、
芝
居
町
は
厳
し
く
管
理
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
橘
町

裏
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
如
く
、
名
古
屋
に
お
け
る
も
っ
と
も
伝
統
的
な
芝
居

地
で
あ
る
が
、
寺
社
境
内
の
芝
居
地
と
違
い
、
特
定
の
寺
社
と
関
わ
り
持
っ
て
い
な

い
。
小
屋
も
撤
廃
さ
れ
、
興
行
を
止
め
て
久
し
い
。
加
え
て
、
名
古
屋
の
町
外
れ
で

囲
い
込
み
に
は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
芝
居
再
編
に
当
た
っ
て

こ
の
地
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
古
袖
町
勾
欄
記
』
を
参
考
に
そ
の
後
の
経
過
を
記
す
と
、
こ
の
命
に
し

た
が
っ
て
、
芝
居
世
話
方
は
、
橘
町
裏
町
と
隣
接
す
る
栄
国
寺
町
と
橘
町
裏
町
の
町

代
に
役
者
の
宿
泊
に
つ
い
て
通
達
、
橘
町
町
代
の
小
左
衛
門
は
町
内
の
家
持
を
集
め

て
、
小
屋
建
築
に
つ
い
て
相
談
し
た
。
七
月
二
七
日
に
は
新
芝
居
の
名
代
入
札
が
あ

り
、
駿
河
屋
平
吉
に
落
ち
た
。
二
八
日
地
面
見
分
、
杭
立
が
行
わ
れ
、
八
月
一
日
南

の
小
屋
の
地
な
ら
し
が
始
ま
っ
た
。
一
〇
日
に
は
竹
矢
来
が
出
来
、
材
木
が
運
び
込

ま
れ
、
普
請
が
始
ま
っ
た
。
橘
町
や
栄
国
寺
町
か
ら
多
数
の
人
足
を
出
し
た
の
は
当

然
だ
が
、
若
宮
・
清
寿
院
か
ら
も
人
足
が
出
た
。
九
月
一
七
・
八
日
頃
、
回
り
舞
台

な
ど
の
内
部
道
具
ま
で
ほ
ぼ
完
成
。
九
月
九
日
に
は
柿
落
し
の
役
者
の
口
上
書
看
板

フ
リ

も
出
た
。
一
〇
月
五
日
「
芝
居
郭
古
袖
町
」
の
命
名
が
申
し
渡
さ
れ
、
一
〇
月
一
七

日
古
袖
町
芝
居
は
、（
三
）
に
示
し
た
如
く
、
嵐
雛
助
一
座
の
興
行
で
開
場
し
た
。

こ
の
よ
う
に
新
芝
居
は
順
調
に
進
行
し
た
が
、
一
方
で
、
差
止
め
を
申
渡
さ
れ
た

既
存
の
芝
居
地
、
若
宮
と
清
寿
院
・
大
須
の
執
拗
な
抵
抗
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

④
⑤
は
そ
れ
を
示
す
資
料
で
あ
る
。『
古
袖
町
勾
欄
記
』
に

清
寿
院
芝
居
名
代
之
者

若
宮

芝
居
名
代
之
者

美
濃
屋

伊
兵
衛

松
本
屋

卯

八
（
注
、
番
付
に
安
政
三
、
四
年
の
名
代
と
し
て
名
が
見
え
る
）

右
両
人
も
名
代
御
差
止
メ
、
橘
町
へ
頼
み
参
り
候
故
、
い
つ
れ
橘
町
之
芝
居
へ

遣
ひ
人
ニ
致
す
筈

と
あ
り
、
前
述
の
如
く
、
両
所
は
小
屋
建
設
に
は
人
足
も
出
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、

素
直
に
申
渡
し
を
受
け
入
れ
た
か
に
も
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
芝
居
興
行
を
差
留
め
ら

１１７幕末明治初年の名古屋芝居興行

（３２）



れ
た
若
宮
・
清
寿
院
両
所
は
、
八
月
一
日
よ
り
、
清
寿
院
は
市
川
右
団
治
一
座
、
若

宮
は
市
川
滝
之
助
一
座
、
大
須
も
八
月
に
入
っ
て
竹
川
粂
吉
一
座
の「
て
ろ
れ
ふ
し
」

の
興
行
を
強
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
⑤
に
よ
れ
ば
、
八
月
五
日
付
で
現
在
興
行
中

の
芝
居
も
廿
日
限
で
止
め
る
よ
う
申
し
渡
さ
れ
、
そ
れ
を
不
服
と
し
て
、
小
屋
完
成

ま
で
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
の
興
行
の
続
行
を
願
い
出
た
。
一
方
、
④
に
よ
れ
ば
新
小

屋
の
世
話
方
は
、
新
小
屋
繁
昌
の
た
め
に
は
若
宮
・
清
寿
院
両
小
屋
が
興
行
を
続
け

る
と
い
う
の
は
困
る
の
で
、
即
刻
止
め
さ
せ
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
当
初
は
、
小
屋

新
築
よ
り
両
芝
居
の
古
小
屋
を
移
転
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
両
所
は

拒
否
し
て
い
た
。
九
月
以
降
、
一
〇
月
古
袖
町
芝
居
開
場
後
も
、
若
宮
・
清
寿
院
両

所
の
興
行
記
録
は
な
い
の
で
、
両
芝
居
の
願
出
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
興
行
は
差
止

め
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、『
勾
欄
類
雑
集
録
』
の
明
治
五
年
条
に
は

二
月
廿
九
日

三
月
中
旬
若
宮
境
内
歌
舞
伎
芝
居
興
行
相
済
し
と
見
え
小
屋
ノ
普
請
有
之
最
中

也
。

同
月
、
元
清
寿
院
小
屋
も
普
請
ニ
取
掛
リ
候
様
子
也
。

同
月
片
端
南
外
堀
町
に
も
日
小
屋
相
済
候
由
。

と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
二
月
末
に
若
宮
に
歌
舞
伎
興
行

が
許
可
と
な
り
、
小
屋
の
新
築
に
か
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
清
寿
院（
清
寿
院
は
修

験
道
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
年
一
二
月
別
当
が
浅
間
神
社
の
神
職
と
な
り
、
明

治
五
年
廃
寺
、
浅
間
神
社
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
、「
元
清
寿
院
」
と
し
て
い
る
）

で
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
日
小
屋
と
は
言
え
、
新
規
小
屋
も
認
め
ら

れ
た
。
明
治
四
年
七
月
に
は
廃
藩
置
県
と
な
り
、
為
政
の
体
制
が
変
化
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
明
治
三
年
の
厳
し
い
規
制
は
緩
め
ら
れ
た
か
、
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
若
宮
芝
居
は
こ
の
五
年
四
月
二
九
日
、
末
広
座
と
し
て
新
た
に
開
場
。『
末

広
町
話
』（
伊
勢
門
水

明
治
四
二
年
五
月
）の
「
若
宮
の
芝
居
」
の
項
に
「
明
治
の

初
年
迄
は
若
宮
の
神
門
を
入
つ
て
南
の
方
に
入
口
が
有
つ
た
の
を
、
同
七
年
末
広
町

通
り
に
木
戸
を
明
け
今
の
如
く
に
し
た
、
其
頃
迄
は
門
前
町
清
寿
院
の
芝
居
小
家
、

橘
町
の
芝
居
小
家
、
と
此
三
座
が
名
古
屋
の
劇
場
で
有
つ
た
、
外
の
二
座
は
疾
く
に

廃
物
と
な
り
、
若
宮
の
小
家
の
み
今
猶
盛
ん
に
存
在
し
て
居
る
、
最
も
明
治
以
前
に

は
、
小
家
と
云
ふ
名
称
で
、
座
名
な
ど
の
無
か
つ
た
の
を
、
中
興
末
広
座
と
名
命
し

て
、
中
途
に
又
愛
栄
座
と
改
め
、
今
又
中
村
常
三
郎
が
座
主
と
成
つ
て
、
末
広
座
に

復
し
た
、
兎
に
角
名
古
屋
劇
場
中
の
大
古
物
で
有
る
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
末

広
座
と
な
っ
た
若
宮
芝
居
は
そ
の
後
も
盛
況
を
続
け
、明
治
の
劇
界
を
リ
ー
ド
し
た
。

一
方
、
清
寿
院
の
小
屋
は
『
勾
欄
類
雑
集
録
』
で
拾
う
と
、
明
治
四
年
正
月
、
入
口

は
大
須
方
で
中
に
入
る
と
清
寿
院
小
屋
と
い
う
異
様
な
形
な
が
ら
生
人
形
の
見
世
物

が
興
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
一
月
に
細
工
見
世
物
、
翌
年
四
月
に
落
し
噺
、
明
治

四
年
一
〇
月
に
は
女
辻
能
、
翌
五
年
六
月
に
は
操
り
な
ど
、
明
治
六
年
ま
で
、
歌
舞

伎
の
興
行
は
な
い
が
、
見
世
物
な
ど
の
興
行
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。
明
治
三

年
の
規
制
で
も
、
見
世
物
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
う
し
た
興
行
を
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
寺
自
体
が
廃
寺
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
局
、
芝
居
小
屋
と
し

て
復
活
し
な
い
ま
ま
、
廃
絶
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
南
外
堀
町
の
日
小
屋

は
、
千
秋
座
と
称
し
、
明
治
五
年
五
月
開
場
し
て
い
る
。
南
外
堀
町
は
名
古
屋
城
外

堀
の
南
、
御
園
御
門
近
く
で
あ
る
。
続
い
て
、
明
治
六
年
六
月
に
は
「
桑
名
町
八
丁

目
沢
井
屋
敷
芝
居
小
屋
新
規
取
建
」
が
始
ま
り
、
七
月
三
日
新
守
座（
本
重
町
通
り

に
面
し
て
い
た
）が
開
場
し
た
。
桑
名
町
は
城
の
御
門
近
く
、
沢
井
屋
敷
は
一
五
〇

石
の
沢
井
鍋
七
郎
の
屋
敷
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
城
下
の
中
心
、
武
家
屋
敷
跡
に
芝

居
小
屋
が
許
可
に
な
る
と
い
う
の
は
、
新
し
い
芝
居
興
行
の
時
代
が
訪
れ
た
こ
と
を

如
実
に
示
す
出
来
事
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
古
袖
町
芝
居
は
中
村
座（
座
本
を
中
村
歌
之
助〈
蔦
右
衛
門
〉に
依
頼
、
そ

の
名
か
ら
座
名
と
し
た
）、
明
治
七
年
か
ら
橘
座
と
名
乗
り
、
開
場
か
ら
し
ば
ら
く
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は
尾
上
多
見
蔵
（
明
治
六
年
一
一
月
）、
沢
村
田
之
助
（
明
治
九
年
一
一
月
）、
市
川

団
十
郎
（
明
治
一
〇
年
四
月
）、
実
川
延
若
（
明
治
一
一
年
五
月
）、
尾
上
菊
五
郎
・

市
川
左
団
次
（
明
治
一
五
年
一
月
）
な
ど
、
東
西
の
人
気
役
者
も
来
演
し
、
盛
況
で

あ
っ
た
が
、
次
第
に
中
小
芝
居
ば
か
り
の
興
行
と
な
り
、
明
治
二
四
年
の
濃
尾
大
地

震
で
小
屋
が
大
破
し
た
の
を
機
に
、
翌
二
五
年
、
南
伏
見
町
へ
売
却
さ
れ
、
音
羽
座

と
な
っ
て
し
ま
う
。
や
は
り
、
町
は
ず
れ
と
い
う
橘
町
の
場
所
、
官
主
導
の
経
営
と

い
う
あ
り
方
が
、
末
広
座
・
新
守
座
、
さ
ら
に
明
治
一
一
年
の
大
須
宝
生
座
、
一
四

年
の
大
須
真
本
座
（
後
に
、
桑
名
町
に
移
転
、
千
歳
座
）
の
開
場
に
よ
る
新
し
い
時

代
の
流
れ
に
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
三
年
は
名
古
屋
に
お
け
る
芝
居
興
行
に
お
い
て
、
維
新
を
挟
ん
で
一
つ
の
転

換
期
で
あ
っ
た
が
、
芝
居
興
行
を
規
制
管
理
し
よ
う
と
す
る
為
政
者
の
方
法
に
は
何

ら
変
化
が
無
く
、
む
し
ろ
規
制
を
一
段
と
厳
し
く
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
僅
か
二
年
ほ
ど
の
後
に
は
規
制
は
緩
み
、
さ
ら
に
は
城
下
の
中
心
地
に
小
屋

が
出
来
、
近
代
的
な
芝
居
興
行
の
体
制
へ
と
急
速
に
変
化
し
た
。
東
京
で
も
、
明
治

五
年
九
月
「
東
京
府
々
令
」
に
よ
り
、
芝
居
興
行
は
税
を
納
め
て
免
許
鑑
札
を
受
け

る
制
度
と
な
り
、
一
〇
月
、
守
田
座
が
新
富
座
に
移
転
し
て
近
代
的
な
劇
場
を
開
場
、

江
戸
時
代
の
興
行
体
制
か
ら
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
。
明
治
初
頭
の
名
古
屋
の
芝
居

興
行
界
は
こ
う
し
た
中
央
の
動
き
と
も
呼
応
し
て
速
い
速
度
で
変
革
が
進
行
し
た
の

で
あ
る
。（

注
）

（
１
）
池
山
晃「
名
古
屋
と
上
方
歌
舞
伎
―
天
明
後
半
か
ら
文
化
中
期
ま
で
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』

一
九
九
〇
・
一
）
及
び
拙
稿
「
文
化
末
年
の
名
古
屋
芝
居
状
況
」（『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
一
九

九
五
・
一
二
）、「
七
代
目
片
岡
仁
左
右
衛
門
と
名
古
屋
芝
居
」（『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
一
九
九

八
・
一
二
）

（
２
）
鬼
頭
秀
明
「
名
古
屋
・
旧
橘
町
の
芝
居
資
料
」（『
半
田
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
№
１６

一
九
九
四
）

（
３
）
拙
稿
「
享
和
の
名
古
屋
芝
居
興
行
―
橘
町
芝
居
の
復
活
―
」（『
名
古
屋
芸
能
文
化
』
二
〇

〇
〇
・
一
二
）

（
４
）
鬼
頭
秀
明
氏
の
翻
刻
（『
半
田
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
№
１６
）
を
参
考
に
挙
げ
て
お
く
。

乍
恐
御
歎
願
奉
申
上
候
事

芝
居
世
話
方
惣
代

伝

吉

七
左
衛
門

今
般
橘
町
裏
町
芝
居
郭
之
内
ニ
芝
居
小
屋
取
建
方
之
儀
、
追
々
奉
申
上
候
通
、
新
規
取
建
可

申
歟
ニ
候
得
と
も
、
是
迄
若
宮
清
寿
院
境
内
ニ
有
来
リ
候
小
屋
空
敷
廃
止
相
成
候
而
ハ
、
右

小
屋

く
持
主
共
迷
惑
ニ
も
可
及
歟
ニ
相
察
シ
、
右
古
小
屋
を
今
度
郭
内
江
為
引
越
取
補
理

方
之
儀
、
右
両
小
屋
持
主
共
江
、
元
名
代
之
者
を
以
誘
引
仕
候
処
、
右
否
彼
是
時
日
差
延
方

而
已
之
申
口
ニ
而
、
就
中
清
寿
院
よ
り
元
名
代
之
者
江
被
申
候
様
ハ
、
元
来
当
院
為
助
情
小

屋
開
キ
方
御
願
済
仕
居
候
儀
ニ
付
、
容
易
ニ
ハ
難
取
払
旨
被
申
候
由
伝
聞
仕
候
、
付
而
ハ
右

等
之
真
偽
等
取
訂
居
候
而
ハ
、
至
急
取
建
方
之
碍
り
ニ
相
成
第
一
御
主
意
ニ
も
相
欠
け
、
重
々

奉
恐
入
候
付
、
右
否
不
相
待
ニ
私
共
自
力
を
以
先
々
新
規
芝
居
小
家
壱
ケ
所
取
建
申
度
段
等

頃
日
御
達
奉
申
上
候
処
、
橘
町
芝
居
地
江
他
町
之
者
よ
り
小
屋
取
建
候
而
ハ
、
右
町
内
之
者

共
残
念
ニ
も
可
存
哉
と
推
量
り
、
段
段
及
説
得
候
得
ハ
、
大
金
入
用
之
儀
ニ
者
御
座
候
得
共
、

先
々
右
町
内
之
者
組
合
ニ
而
新
規
小
屋
壱
ケ
所
取
建
可
申
筈
決
心
仕
、
既
ニ
去
ル
朔
日
手
斧

初
メ
地
な
ら
し
等
仕
、
当
月
中
ニ
出
来
可
仕
筈
ニ
御
座
候
処
、
兎
角
風
聞
之
趣
ニ
ハ
清
寿
院

境
内
之
身
振
物
真
似
懸
り
之
者
申
口
、
橘
町
芝
居
小
屋
為
取
立
相
成
候
得
共
、
若
宮
並
清
寿

院
小
屋
取
潰
シ
候
抔
と
申
儀
ハ
更
ニ
無
之
、
両
小
屋
共
其
儘
開
キ
追
々
歎
願
仕
候
得
ハ
、
又
々

興
行
御
免
許
ニ
相
成
候
抔
と
浮
説
申
触
、
乍
恐
新
小
屋
取
建
候
者
共
之
人
気
を
ク
ジ
キ
引
立

不
申
、
随
而
茶
屋

く
抔
も
疑
心
相
立
、
一
同
半
真
半
疑
之
心
底
ニ
押
移
候
而
ハ
甚
心
痛
仕

候
、
然
ニ
古
小
屋
お
ゐ
て
当
時
興
行
中
之
分
ハ
、
橘
町
芝
居
相
始
候
境
ニ
而
御
差
止
可
相
成

筈
、
兼
而
御
書
付
を
以
御
談
相
成
り
候
御
儀
ハ
、
暫
く
た
り
共
是
迄
之
懸
り
之
者
芸
者
等
、

難
渋
筋
を
御
厭
可
被
成
下
御
憐
愍
哉
ニ
奉
恐
察
候
処
、
前
段
之
通
古
小
屋
不
取
払
筋
ニ
悪
評

相
立
候
而
ハ
、
最
早
新
規
小
屋
取
建
方
之
障
り
ニ
相
成
候
付
、
乍
恐
右
等
之
趣
御
手
厚
御
勘

味
被
遊
、
当
時
興
行
中
之
分
狂
言
中
ニ
ハ
御
座
候
得
共
、
今
日
を
限
迅
速
御
差
止
、
小
屋

く
取
払
方
御
厳
重
御
談
被
成
下
置
候
様
仕
度
只
管
奉
歎
願
上
候
、
右
願
之
通
御
聞
済
被
下
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置
候
ハ
ヽ
、
御
蔭
を
以
尚
更
新
小
屋
弐
ケ
所
共
、
至
急
出
来
可
仕
と
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、

已
上

午
八
月
（
明
治
三
年
）

（
５
）
注
（
１
）
参
照
。

（
６
）
池
山
晃
「
天
保
改
革
後
の
名
古
屋
歌
舞
伎
」（『
近
世
文
芸
』
５０
、
一
九
八
九
、
六
）・「
近

世
名
古
屋
に
お
け
る
小
芝
居
」（『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
１１

一
九
九
三
、
六
）

（
７
）
未
紹
介
資
料
な
の
で
、
二
文
書
を
翻
字
し
て
お
く
。

「

御
預
り
申
金
子
之
事

小
判
弐
百
両
也
、
内
四
拾
両
之
利
金
亥
ノ
四
月
よ
り
可
受
取

右
是
者
、
橘
町
為
御
救
金
弐
拾
両
宛
、
以
利
金
年
々
被
下
置
候
、
御
元
金
之
内
弐
百
両
橘
町

中
江
御
預
ケ
被
成
、
慥
ニ
請
取
申
所
実
正
也
、
此
元
金
を
以
、
利
金
弐
拾
両
宛
年
々
取
立
差

上
可
申
候
、
本
金
御
用
之
節
者
、
其
時
迄
之
利
足
を
加
へ
元
利
共
ニ
急
度
指
上
可
申
候
、
如

何
様
之
儀
御
座
候
共
、
御
損
金
懸
ケ
申
間
敷
候
、
為
後
日
連
判
手
形
如
件

宝
永
四
年
亥
三
月

橘
町

彦
六
郎
・
孫
九
郎
・
理
助
、
組
頭

誰
々
、
町
代

源
七
郎
・
善
七
郎

高
木
又
左
衛
門
殿
、
吉
田
治
左
衛
門
殿

右
之
通
亥
ノ
三
月
晦
日
ニ
被
仰
渡
候
浜
井
助
左
衛
門
様
御
屋
敷
ニ
而
」

「

受
取
申
金
子
之
事

合
小
判
拾
両
也

右
之
金
子
者
、
橘
町
御
救
金
弐
百
両
之
内
、
只
今
金
子
拾
両
慥
ニ
受
取
申
候
、
戌
之
極
月
金

百
五
拾
両
受
取
申
候
、
金
子
之
手
形
と
来
春
一
所
ニ
仕
可
申
候
、
為
後
日
手
形
仍
如
件

元
禄
拾
年
丑
十
月
廿
八
日橘

町
丁
代

十
兵
衛
、
同

善
七
郎

高
木
又
右
衛
門
殿
、
青
木
小
左
衛
門
殿
」

（
８
）
注
（
３
）

補
記

橘
町
資
料
の
調
査
・
掲
載
を
御
許
可
下
さ
っ
た
名
古
屋
瑞
龍
工
芸
技
術
振
興
会
に
謝
意
を

表
し
ま
す
。
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